
第
２
部

懇
親
会

今
回
は
、
出
雲
Ａ
地
区
（
松
江
市
・

安
来
市
・
奥
出
雲
町
）
の
役
員
の
皆

様
に
企
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
日
本
３
大
船
神
事
の

１
つ
、
松
江
の
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の

力
強
い
唄
声
か
ら
幕
を
開
け
ま
し
た
。

第
63
回
故
郷
応
援
団

松
本
耕
司

実

行
委
員
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、
丸
山

達
也

知
事
か
ら
は
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
在
住
県

政
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
４
名
の

皆
様
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
開
会
宣
言
】

【
祝
辞
】

令
和
７
年
11
月
８
日
（
土
）
に
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て
、

「
第
63
回
故
郷
応
援
団
～
ふ
る
さ
と

が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丸
山
達
也

知
事
は
じ
め
、
地
元

各
地
の
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
島

根
県
内
の
行
政
・
団
体
・
立
地
企
業

の
皆
様
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
４

４
０
名
の
参
加
者
が
交
流
し
、
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。

第
１
部

総
会

千
家
会
長
の
挨
拶
後
、
左
記
の
議

案
に
つ
い
て
、
審
議
さ
れ
、
賛
成
多

数
に
よ
り
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
１

令
和
６
年
度
事
業
報
告

決
算
報
告
、
監
査
報
告

議
案
２

令
和
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）
、
予
算
（
案
）

議
案
３

近
畿
島
根
県
人
会
役
員

の
改
選

【
総
会
挨
拶
】

宍道湖の夕日

近畿島根県人会
だより

第１０８号

令和８年
２月１０日発行

第
63
回
故
郷
応
援
団

～
ふ
る
さ
と
が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
～
開
催
の
報
告

〈
県
政
功
労
者
〉

池
野

幸
雄

様

岡
本

幸
夫

様

松
本

耕
司

様

道
川

隆
太
郎

様

計
４
名
（
五
十
音
順
）

【
県
外
在
住
県
政
功
労
者

表
彰
】

〈
代
表
挨
拶
〉

岡
本

幸
夫

様

第６３回 故郷応援団
松本 耕司 実行委員長
(近畿松江会 会長）

近畿島根県人会
千家 敬麿 会長

知夫からの景色

島根県
丸山 達也 知事

続
い
て
田
中
武
夫

安
来
市
長
、
仲
佐
英
哲

奥

出
雲
町
副
町
長
の
ご
挨
拶
、
上
定
昭
仁

松
江
市

長
か
ら
の
ご
挨
拶
と
乾
杯
に
よ
り
開
宴
と
な
り
ま

し
た
。

松江市
上定 昭仁 市長

【
挨
拶
・
乾
杯
】



ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
第
１
部
は
、
民
謡
歌
手

進
藤

聖
子
さ
ん
、
安
来
節
保
存
会
関
西
支
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
、
「
島
根
民
謡
づ
く
し
」
と
銘
打

ち
、
安
来
節
を
は
じ
め
島
根
全
県
の
民
謡
を
７
曲
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
「
キ
ン
ニ
ャ
モ

ニ
ャ
」
で
参
加
者
と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
と
な
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
参
加
者
の
皆
様
に
ど
じ
ょ
う
掬
い
踊

り
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
踊
る

姿
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

最
後
に
安
来
部
保
存
会
関
西
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
銭
太
鼓
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
市
町
の
観

光
協
会
な
ど
に
よ
り
、
今
話
題
の
「
小
泉
八
雲
・
セ

ツ
」
の
関
連
商
品
を
は
じ
め
、
「
出
雲
そ
ば
」
「
し

じ
み
」
「
仁
多
米
」
「
清
水
羊
羹
」
「
地
ビ
ー
ル
」

「
日
本
酒
」
「
隠
岐
あ
ら
め
」
「
赤
て
ん
」
な
ど
多

く
の
物
産
販
売
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
多
数
お
買
い

求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
恒
例
の

島
根
県
民
の
歌
「
薄
紫
の
山
脈
（
や
ま
な
み
）
」

「
故
郷
」
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
、
故
郷
島
根
へ

の
思
い
を
よ
り
強
く
し
た
一
日
で
し
た
。

最
後
に
、
次
回
担
当
さ
れ
る
石
見
地
区
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
（
石
見
Ａ
地
区
：
大
田
市
、
江
津
市
、
川
本
町
、

美
郷
町
、
邑
南
町
）
新
谷
育
夫

代
表
実
行
委
員
長

が
万
歳
三
唱
し
、
名
残
り
惜
し
み
つ
つ
、
来
年
の
再

会
を
誓
い
合
い
、
「
第
63
回
故
郷
応
援
団
～
ふ
る
さ

と
が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
～
」
は
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
令
和
８
年
11
月
７
日
（
土
）
午
前
11
時

よ
り
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て
開
催
し

ま
す
。

島根県民の歌「薄紫の山脈｣「故郷」合唱

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局

（
島
根
県
大
阪
事
務
所
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
３
６
４―

３
６
０
６

物産販売コーナー

民謡歌手 進藤聖子さんと安来節保存会関西支部の皆さん

どじょう掬い踊りの体験

銭太鼓



た
た
ら
製
鉄
を
起
源
と
し
た
農
林
畜
産
業
が
受
け

継
が
れ
る
奥
出
雲
町
は
、
令
和
７
年
８
月
26
日
、

「
た
た
ら
製
鉄
を
再
適
用
し
た
奥
出
雲
地
域
の
持
続

可
能
な
水
管
理
及
び
農
林
畜
産
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ
り
「
世
界
農

業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
31
日
に
は
イ

タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
本
部
で
世
界
農
業
遺
産

認
定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
、
栄
え
あ
る
認
定
証
を
受

け
、
伝
統
的
な
農
業
シ
ス
テ
ム
と
し
て
国
際
的
に
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
古
来
の
製
鉄
法
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
原
料
で

あ
る
砂
鉄
を
採
取
す
る
た
め
、
５
０
０
年
以
上
に
わ

た
っ
て
鉄
穴
流
し
（
か
ん
な
な
が
し
）
と
呼
ば
れ
る

採
掘
技
術
に
よ
っ
て
山
々
を
切
り
崩
し
、
そ
の
跡
地

は
農
地
に
再
生
し
ま
し
た
。
砂
鉄
採
取
に
用
い
た
水

路
や
た
め
池
は
農
業
用
に
再
利
用
し
、
棚
田
で
は
良

質
な
仁
多
米
を
生
産
し
、
独
特
な
棚
田
景
観
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
つ
て
は
運
搬
や
農
耕
の
た
め
に
飼
養
さ
れ
た
和

牛
は
肉
用
牛
に
転
換
し
、
牛
ふ
ん
は
堆
肥
化
し
て
水

田
の
土
づ
く
り
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
稲
わ
ら
、

水
田
畦
畔
の
草
や
山
草
を
牛
に
餌
と
し
て
与
え
る
な

ど
、
稲
作
と
畜
産
を
中
心
と
し
た
複
合
的
な
農
業
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

認
定
証
授
与
式
に
は
、
２
０
２
３
年
７
月
以
降
に

認
定
さ
れ
た
14
カ
国
28
地
域
が
集
ま
り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
創

設
80
周
年
に
あ
わ
せ
、
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
が

１
０
２
地
域
と
な
る
特
別
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
域
の
農
業
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
展
示

会
が
行
わ
れ
、
奥
出
雲
の
た
た
ら
製
鉄
と
農
業
の
つ

な
が
り
、
棚
田
と
水
路
網
の
継
承
や
資
源
循
環
型
農

業
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
特
産
品
で
あ
る
仁
多

米
、
そ
ば
、
も
ち
、
地
酒
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
奥
出
雲
の
農
業
シ
ス
テ
ム
の
価
値
を
再

認
識
し
、
地
域
の
宝
で
あ
る
循
環
型
農
業
を
守
り
、

農
業
の
維
持
発
展
、
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
文
化
と
あ

わ
せ
た
観
光
の
振
興
な
ど
、
農
業
と
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
取
組
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

奥
出
雲
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
奥
出
雲
の
農
業

遺
産
Ｐ
Ｒ
動
画
をY

o
u
T
u
b
e

配
信
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

奥
出
雲
の
農
林
畜
産
業
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
【
島
根
県
奥
出
雲
町
】

世界農業遺産認定証を受けて（ＦＡＯ本部）

仁多米

出雲そば

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
奥
出
雲
町
役
場

農
業
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
４―

５
２―

２
６
７
９

砂鉄採掘跡地に拓かれた棚田景観
（奥出雲町大呂福頼集落）

世界農業遺産･奥出雲町
ロゴマークデザイン

、奥出雲農業遺産ＰＲ動画



美
又
温
泉

美
又
温
泉
は
無
臭
か
つ
無
色
透
明
で
、
高
い

ア
ル
カ
リ
性(

)
と
高
濃
度
の
メ
タ
ケ
イ

酸(

81

)

の
２
つ
の
成
分
に
よ
る
美
肌
効
果

が
特
徴
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
「
と
ろ
っ
と
ろ
の
湯
」
「
ま
る

で
化
粧
水
の
よ
う
」
な
ど
の
口
コ
ミ
も
あ
り
、

「
美
容
に
関
心
の
あ
る
方
」
や
「
お
肌
に
悩
み

の
あ
る
方
」
に
人
気
の
温
泉
で
、
温
泉
総
選
挙

２
０
２
５
「
美
肌
部
門
」
で
は
、
３
年
連
続
の

全
国
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
教
授
に
よ
る
学
術
的
調
査
と
温

泉
療
法
専
門
医
に
よ
る
医
学
的
調
査
の
２
つ
の

エ
ビ
デ
ン
ス
を
有
し
て
お
り
、
肌
再
生
効
果
に

優
れ
た
全
国
屈
指
の
「
美
肌
の
湯
」
で
あ
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
（
令
和
７
年
11
月
時
点
）
、
美
又
温
泉

に
は
、
２
つ
の
日
帰
り
入
浴
施
設
と
５
つ
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
２
０
２
６
年
12
月
頃
に

は
浜
田
市
が
進
め
る
「
美
肌
観
光
」
の
拠
点
施

設
と
し
て
新
た
な
日
帰
り
入
浴
施
設
の
オ
ー
プ

ン
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
温
泉

浜
田
自
動
車
道
旭
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
約
２

分
、
ア
ク
セ
ス
便
利
な
旭
温
泉
は
、
ア
ル
カ
リ

性
単
純
泉
で
、
つ
る
り
と
し
た
、
や
わ
ら
か
い

肌
触
り
の
温
泉
で
す
。

春
は
満
開
の
桜
並
木
、
夏
は
清
流
を
乱
舞
す

る
ホ
タ
ル
、
秋
は
お
い
し
い
梨
狩
り
、
冬
は
近

隣
ス
キ
ー
場
で
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
、
四

季
折
々
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
９
月
～
11
月
上
旬
毎
週
土
曜
日
夜
、

地
域
に
根
付
い
た
伝
統
文
化
、
石
見
神
楽
の
公

演
を
開
催
し
、
温
泉
と
文
化
の
両
方
を
堪
能
で

き
る
場
所
と
し
て
、
心
温
ま
る
「
お
も
て
な

し
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

温
泉
総
選
挙
２
０
２
５
で
は
「
歴
史
／
文
化

部
門
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
多
く
の
皆
様
の
応

援
に
よ
り
、
２
年
連
続
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し

た
。旭

温
泉
に
は
、
県
産
材
を
使
っ
た
日
帰
り
温

泉
施
設
と
露
天
風
呂
付
き
客
室
を
備
え
た
宿
泊

施
設
が
あ
り
、
温
泉
だ
け
で
な
く
、
癒
し
と
安

ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

温
泉

総
選
挙

２
０
２
５

美又温泉

旭温泉

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
市
旭
支
所
産
業
建
設
課

０
８
５
５―

４
５―

１
４
３
７

美
肌
部
門
全
国
１
位
（
３
年
連
続
）
の
美
又
温
泉
、

歴
史
／
文
化
部
門
全
国
１
位
（
２
年
連
続
）
の
旭
温
泉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
市
金
城
支
所
産
業
建
設
課

０
８
５
５―

４
２―

１
２
３
３

9

ph

ppm
.9

9.



こ
ん
に
ち
は

近
畿
大
田
市
人
会

で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
43
回
は
「
近
畿
大
田
市
人
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

当
会
は
、
岩
谷
産
業
株
式
会
社
の
創
業
者

岩
谷

直
治
氏
が
、
大
阪
府
で
活
躍
し
て
い
る
島
根
県
大
田

市
出
身
者
を
対
象
に
情
報
の
交
換
と
親
交
を
深
め
て
、

企
業
の
繁
栄
と
大
田
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
「
大
阪

大
田
市
人
会
」
と
し
て
、
昭
和
33
年
２
月
に
設
立
し

ま
し
た
。

設
立
以
来
、
毎
年
一
回
の
総
会
を
開
催
し
、
昭
和

51
年
４
代
目
会
長
に
就
任
し
た
株
式
会
社
モ
リ
シ
ゲ

会
長

吾
郷
光
夫
氏
は
、
企
業
者
の
会
員
粋
を
撤
廃

し
て
、
大
田
市
出
身
者
と
そ
の
縁
の
あ
る
す
べ
て
の

方
々
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

昭
和
63
年
に
は
対
象
地
域
を
大
阪
府
か
ら
近
畿
一

円
に
広
げ
、
大
田
市
に
縁
の
あ
る
人
々
が
一
同
に
会

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
近
畿
大
田
市
人
会
」
へ
と
躍

進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
田
市
に
も
働
き
か
け
、
市
長
や
市
議
会

議
長
だ
け
で
は
な
く
、
大
田
商
工
会
議
所
な
ど
の
各

団
体
の
方
々
も
総
会
に
お
招
き
し
て
大
田
市
と
の
関

係
を
よ
り
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
移
り
行
く

故
郷
の
情
報
を
会
員
一
人
ひ
と
り
が
耳
に
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

大
田
市
が
平
成
の
大
合
併
で
邇
摩
郡
と
合
併
し
た

の
を
機
に
、
５
代
目
会
長

大
野
正
人
氏
と
関
西
仁

摩
会
会
長

橋
目
福
司
氏
の
度
重
な
る
話
し
合
い
と

会
員
へ
の
説
得
で
、
平
成
20
年
６
月
総
会
に
お
い
て
、

近
畿
大
田
市
人
会
と
関
西
仁
摩
会
と
の
合
併
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
就
任
の
品
川
隆
幸
現
相
談
役
と
橋

目
福
司
顧
問
、
田
中
公
道
会
長
は
、
世
界
遺
産
「
石

見
銀
山
」
を
抱
え
る
観
光
都
市
大
田
市
を
よ
り
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
会
員
の
み
に
限
ら
ず
、
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
に
も
懇
親
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
会
員
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
22
年
よ
り
懇
親
会
へ
石
見
神

楽
な
ど
の
地
元
文
化
を
招
致
す
る
と
と
も
に
毎
年

ふ
る
さ
と
の
海
産
物
、
ゆ
か
り
の
物
品
販
売
な
ど

盛
り
沢
山
の
企
画
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
６
月
20
日(

土)

に
近
畿
大
田
市
人
会

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
田
市
に
縁
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

是
非
一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

懇親会の様子

懇親会の石見神楽ステージ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

近
畿
大
田
市
人
会
事
務
局
長

渡
辺

公
紀

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
８
７
７―

７
１
９
１

近畿大田市人会
会長 藤井 正男



島
根
県
大
阪
事
務
所
か
ら
の
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ら
せ
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近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閉
鎖
の
ご
案
内
】

近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
令
和
７

年
４
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
終
了
い
た
し
ま
し

た
。今

後
は
、
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
近
畿
島

根
県
人
会
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
「
近
畿
島
根

県
人
会
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。)

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
な
ど
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」
巻
末
の
「
異
動

通
知
票
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
載
事
項
に
誤
り
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島根県ホームページ
近畿島根県人会

イ
ベ
ン
ト
報
告

【
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
日
本
酒
列
車
＆
観
光
物
産
展
】

今
年
度
も
日
本
酒
列
車
「
ご
縁
の
国
し
ま
ね
」

を
発
車
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
万
博
記
念
公
園

駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
し
ま
ね
お
ま
つ
り
市
場

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
石
見
神
楽
の
公
演
も
同
時
開
催
い
た

し
ま
す
（
有
料
）
。

〔
日

時
〕
２
月
21
日(

土
）
10
～
17
時

〔
場

所
〕
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

万
博
記
念
公
園
駅

〔
問
合
せ
〕
島
根
県
大
阪
事
務
所

昨年度の様子

近畿島根県人会
第63回故郷応援団

松本耕司
実行委員長

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご
興

味
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
活
動
内
容
や
入
会

方
法
等
を
ご
説
明
し
ま
す
。

※

市
町
村
会
の
方
で
、
県
人
会
未
加
入
の

方
へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
四
国
9
県
観
光
物
産
展

令
和
７
年
11
月
22
日(

土)

23
日(

日
）

ベ
ル
フ
ァ
都
島

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

第
63
回
故
郷
応
援
団
近
畿
島
根
県
人
会
は
、

今
回
は
近
畿
松
江
会
・
近
畿
安
来
会
・
関
西
奥

出
雲
会
が
企
画
を
担
当
し
、
令
和
７
年
11
月
８

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
４
４
０

人
の
ご
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
松
江
の
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」
の
唄

声
で
始
ま
り
、
安
来
節
保
存
会
関
西
支
部
と
進

藤
聖
子
さ
ん
に
よ
る
島
根
各
地
の
民
謡
の
披
露

や
、
ド
ジ
ョ
ウ
掬
い
踊
り
体
験
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ご
関
係
の
す
べ
て
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
会
が
ふ
る
さ

と
島
根
と
の
架
け
橋
と
し
て
継
続
、
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
島
根
県
フ
ェ
ア
】

昨
年
よ
り
、
関
西
の
ス
ー

パ
ー
や
飲
食
店
で
島
根
フ
ェ

ア
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

２
月
は
一
部
の
美
味
し
ま

ね
認
証
店
で
限
定
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
ま
す
。
開
催
店
舗

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

いいものしまねフェア
ホームページ


